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ABSTRACT

A pulse circuit, which consists of snap-off diode and disc seal tube, has 

been fabricated. This circuit will be used with an electron gun assembly Y- 

648B (ElMAC) for a free electron laser (FEL) accelerator. It was 

successfully operated with a pulse duration of 80 ns, a pulse width of 4 ns 

and a maximum pulse height of 30 V.

F E L 加速器電子銃グリッドバルサー

1 • はじめに
現在日本原子力研究所で問発を 進めている 超伝 淋ヲ イナ ック を用 いるFEL加速器シスチ 

ムにおける入射系の一部である、超短バルス電子銃の製作に先立ち、 この電子銃に使用さ 
れる板極管力ソードA S S Y ,  Y - 6 4 6 B  (Eimac?土製）に供給するパルス源をスナップ  
オ フ ダ イ オ ー ド ( S O D ) と板極管グリッド接地回路の構成で実験を行い、線り返し阁期 
8 0 n s , パルス幅4 n s ，バルス波高馗3 0  V の結果を得たので、その内容を报告する。

2 . 製作回路の目標仕様
a) パルス尖頭電圧 〜ー 200 V

b) パルス電流 4 Л

с) パルス幅 4 nsec

d) パルス立上り時問 500 psec

e) パルス間隔 94 nsec
f ) マクa バルス 1 msec
g ) マクa バルス繰り返し 10 ІІ2

3 . 実験回路
実験回路の構成を図1に示す。使ЛШ品 の S O D は S V 1 4  В ( N E C 社）、板極管は 

7 6 9 8  (E i m a c 社）である办なお、終段力ソードA S S Y ,  Y — 6 4 6 B は電気的 
特性の詳細が不明な為、手持ちの板極管7 2 1 1 を ア ノ ー ド オ ー ブ ン の 状 態 で 代 し た 。
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図 1 実験回路
パ ル ス 幅 1 O n s ,繰 り 返 し8 Ons (12.5 MHz) の人力パルス信号を¥ ライバーで増幅し 

V - M O S を 5nsの立ち上がりでスイッチさせる（図2 の破線 ） 珍
S O D は V - M O S スイッチのO F F の時電菏が蓄稹され、 V - M O S スイッチのO N で 

この電荷の放電による通電時問の後、 スナップオフ特性により2 0 Ops以内の立ち上がり 

で 7 6 9 8 の力ソード一を駆動し、 7 6 9 8 をスイッチオンする@

この時の力ソード電圧は3 0 V 、プレ ート電圧は1 8 0  V で 7 6 9 0 のオン電流は、0.5A 

である。
このオン電流が、 コンデンサ結合で終段7 2 1 1 の力ソードを駆動し、 ビームパルス電流 

を発生させる。
また、 ビームパルス電流のパルス幅は、 クリッブラインの伝搬遅延時問で定まり、 クリッ 

ブラインからの反則電流により駆動電流は、 キャンセルされるe 

写 真 1 に 7 2 1 1 力ソード駆動バルスの波形を示すФ
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図 2 板極管動作タイミング

Y ： 4 V / d t v 出力電圧:30V 

X ： 2ns/div ІПІЛ 幅 ：3.5ns 

写真 1 7 2 1 1 力ソード

電圧波形



実 験 結 果 で は 、充 分 な パ ル ス 電 圧 波 高 馗 が 得 れ な か っ た が 、 この主な原因としては、
7 6 9 8 の 才 ン 電 流 が 少 な く 、終 段 7 2 1 1 を駆動する インピーダ ンス がか なり大 きく なっ て 
い る こ とであ る。

これは、 7 6 9 8 の 力 ソ ー ド 電 圧 を 大 き く す れ は よ い の で あ る がS 〇 D の逆耐圧定格に制 
限 さ れ る 内 容 で あ り 入 丰 し 得 る 部 品 で 見 る 限 り ス ナ ッ ブ オ フ 特 性 の 高 速 性 と 相 反 す る 項 目 で  
あ り 両 而 か ら の 妥 協 点 を 探 る 必 要 が あ る 。

4 . ぉゎりに
今 回 の 実 験 で は 、原理的な考えの確認と実機製作に丨句けての問題点の仙出を目的とした 

も の で あ り 解 決 の 結 論 を 出 す 迄 に は 至 っ て い な い 。 しかしながら部品の選定と回路実装の 
高周 波対策 および板極管のキヤビチイ-内への収納などにより充分実用レベルに性能を高め 
る こ と が 可 能 と の 見 通 し を 持 っ て い る 。
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